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プログラム　第 1 日目　9 月 23 日（金）
第 1 会場　3F　メインホール

	 8:30 ～ 9:50	 シンポジウム 1

「エビデンス委員会報告」

座長：鈴木　正彦（東京慈恵会医科大学脳神経内科） 
　　　櫻井　孝（国立長寿医療研究センター）

	 S1-1	 乳由来βラクトリンおよび熟成ホップ由来苦味酸による認知機能改善
阿野　泰久（キリンホールディングス株式会社　R&D 本部　キリン中央研究所）

	 S1-2	 抗酸化サプリメント TwendeeX の認知機能低下予防効果
田所　功（岡山大学　脳神経内科）

	 S1-3	 アートセラピー（臨床美術）
辻　正純（辻内科循環器科歯科クリニック）

	 S1-4	 ダンス療法が目指す認知症予防エビデンスのあり方
利根川　久女紅（利根川 K スタジオ　日本リンパビクス協会）

	10:00 ～ 10:50	 一般演題（口演） 1　「疫学」

座　　長：水上　勝義（�筑波大学大学院人間総合科学研究科　スポーツ健康システム・
マネジメント専攻）

　　　　　守山　正樹（NPO 法人ウェルビーイング） 
評価委員：天野　宏紀（鳥取大学医学部医学科社会医学講座健康政策医学分野）

	 O1-1	 地域在住高齢者における２年後の認知機能低下の関連要因：IRIDE Cohort Study
山下　真里、阿部　巧、藤原　佳典、稲垣　宏樹、笹井　浩行、河合　恒、石崎　達郎、大渕　修一、
粟田　主一、鳥羽　研二、IRIDE Cohort Study　investigators
東京都健康長寿医療センター

	 O1-2	 地域在住高齢者を対象としたコホート研究参加者における 4 年間の認知機能の変化
の推移とその特徴：IRIDE Cohort Study
阿部　巧、山下　真里、藤原　佳典、笹井　浩行、石崎　達郎、大渕　修一、粟田　主一、鳥羽　研二、
IRIDE Cohort Study　investigators
東京都健康長寿医療センター

	 O1-3	 取り下げ

	 O1-4	 COVID-19 拡大下の高齢者の孤独感緩和と関連する社会的サポートの検討：なかじ
まプロジェクト研究
森　彩香 1）、篠原　もえ子 1,2）、柚木　颯偲 1）、堀本　真以 1,2）、岩佐　和夫 3）、駒井　清暢 4）、山田　正仁 1,5）、
小野　賢二郎 1）

1）金沢大学　脳神経内科学、2）金沢大学 医薬保健学総合研究科　認知症先制医学講座、 
3）石川県立看護大学看護学部健康科学講座、4）国立病院機構医王病院 北陸脳神経筋疾患センター、5）九段坂病院
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	 O1-5	 地域高齢者の認知機能の経年的変化に対する趣味および仕事との関連の性差：なか
じまプロジェクト研究
堀本　真以 1,2）、篠原　もえ子 1,2）、柚木　颯偲 1）、森　彩香 1）、横川　正美 3）、石田　奈津子 4）、菅　幸生 4）、
石崎　純子 4）、石宮　舞 5）、中村　博幸 6）、駒井　清暢 7）、山田　正仁 1,8）、小野　賢二郎 1）

1）金沢大学　脳神経内科学、2）金沢大学　医薬保健学総合研究科　認知症先制医学講座、3）金沢大学　理学療法学、 
4）金沢大学　薬学系、5）金沢大学　顎顔面口腔外科学、6）琉球大学大学院　顎顔面口腔機能再建学、 
7）国立病院機構医王病院　北陸脳神経筋疾患センター、8）九段坂病院

	10:55 ～ 11:45	 一般演題（口演） 7　「フレイル」

座　　長：松本　理恵（呉共済病院　呼吸器外科） 
　　　　　三森　康世（広島国際大学リハビリテーション学科）
評価委員：渡辺　洋子（新潟医療福祉大学　社会福祉学部）

	 O7-1	 沖縄県高齢者の栄養摂取状況とフレイルの関係 - たんぱく質摂取はフレイル発症予
防に有用か考える -
長山　あゆみ、渡嘉敷　崇、波平　幸裕
国立病院機構　沖縄病院　臨床研究部

	 O7-2	 高齢住民における認知的フレイルの検出：山形県高畠町の住民調査より
伊関　千書 1）、新藤　柾 2）、長橋　育恵 2）、星　真行 3）、小下　弘嗣 2）、青柳　幸彦 4）、山田　茂樹 5）、
近藤　敏行 1）、太田　康之 1）

1）山形大学医学部内科学第三講座（神経学分野）、2）公立高畠病院　リハビリテーション科、 
3）福島県立医科大学　保健科学部　理学療法学科、4）株式会社デジタル・スタンダード、 
5）滋賀医科大学　脳神経外科学講座

	 O7-3	 取り下げ

	 O7-4	 地域在住高齢者における作業参加とフレイル、認知機能の関連について
大類　淳矢 1）、井上　貴雄 1）、田崎　史江 1）、今岡　真和 2）、中村　美砂 2）、肥田　光正 2）、今井　亮太 2）、
中尾　英俊 3）

1）大阪河崎リハビリテーション大学　リハビリテーション学部　作業療法学専攻、 
2）大阪河崎リハビリテーション大学　リハビリテーション学部　理学療法学専攻、 
3）城西国際大学　福祉総合学部　理学療法学科

	 O7-5	 嗅覚障碍からみた認知症の早期診断：嗅覚低下と脳血流 SPECT との関連
井手　芳彦 1）、小川　章子 2）、久　雅代 1）、日和田　正俊 1）、前田　成洸 1）、松尾　なみき 1）、北島　春菜 1）、
古川　めぐみ 1）、安武　友里恵 1）

1）社会医療法人財団　白十字会　佐世保中央病院　認知症疾患医療センター、 
2）社会医療法人財団　白十字会　佐世保中央病院　臨床検査科

	13:00 ～ 13:20	 受賞講演

座長：児玉　直樹（新潟医療福祉大学　診療放射線学科）

	 	 Preliminary evaluation of the Japanese version of the Cognitive Function 
Instrument in a memory clinic
尾嵜　遠見（神戸学院大学　総合リハビリテーション学部　作業療法学科）

	13:30 ～ 14:20	 特別講演 1

	 	 「生き残るための物語と音楽」
座長：西野　憲史（医療法人ふらて会　西野病院・社会福祉法人ふらて福祉会）
演者：北山　修（白鴎大学）
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	14:30 ～ 15:20	 大会長講演

「日本認知症予防学会 10 年の歩みと「認知症予防」の今後」

座長：浦上　克哉（鳥取大学医学部保健学科認知症予防学講座） 
演者：西野　憲史（医療法人ふらて会　西野病院・社会福祉法人ふらて福祉会）

	15:30 ～ 16:20	 一般演題（口演） 13　「まちづくり 1」

座　　長：坪内　健（社会医療法人　正光会　松ヶ丘病院） 
　　　　　菱川　望（倉敷平成病院　脳神経内科）
評価委員：津野瀬　まゆみ（医療法人社団眞仁会　地域包括支援センター新宿）

	 O13-1	 認知症予防相談室を通して目指す予防と共生可能な街づくり
山川　直樹、下山　直登
医療法人　好縁会　下山記念クリニック

	 O13-2	 認知症にやさしい地域づくりに向けての小学校での認知症キッズサポーター養成講
座の効果
山本　美江子
医療法人共和会 小倉リハビリテーション病院

	 O13-3	 コロナ禍における地域住民主体の認知症予防サロンの活動と課題
保母　恵
国際医療福祉大学　小田原保健医療学部　看護学科

	 O13-4	 高齢者における習慣的運動は認知症予防に役立つのか－アルツハイマー型認知症の
血液バイオマーカーによる横断的研究－
尹　之恩 1）、大藏　倫博 1,2）

1）筑波大学テーラーメイド QOL プログラム開発研究センター、2）筑波大学　体育系

	 O13-5	 パズルゲームによる認知症予防の可能性
佐々木　啓 1）、櫻井　典子 2）、児玉　直樹 2）

1）新潟医療福祉大学大学院　保健学専攻　放射線情報学分野、2）新潟医療福祉大学　医療情報学部　診療放射線学科

	16:25 ～ 17:15	 一般演題（口演） 19　「まちづくり 2」

座　　長：グライナー　智恵子（神戸大学大学院） 
　　　　　原田　俊英（公立大学法人　県立広島大学　保健福祉学部）
評価委員：保母　恵（国際医療福祉大学小田原保健医療学部看護学科）

	 O19-1	 コロナ禍での「高齢者の健康被害アンケート」と「認知症予防と高齢者が元気で暮
らし続けられるまちづくり」へのとり組み
伊藤　米美 1）、稲波　悦子 1）、松井　左知子 1）、藪田　恵 1）、ミチコ　プラトリー 2）、三木　美恵子 2）、
平谷　良子 2）、溝部　夏子 2）、橋本　華子 2）

1）認定ＮＰＯ法人　認知症予防ネット神戸、2）「認知症予防と支え合いのまちづくり」地域推進会議

	 O19-2	 認知症をテーマとしたプラットホームづくり「スペースひだまり」
神馬　幸子
ひだまり

	 O19-3	 認知症をテーマとしたプラットホームづくり「スペースひだまり」その２　運営方法
神馬　幸子
ひだまり
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	 O19-4	 A 市の健康マージャンサロン参加者の、認知症に対する知識と態度、対応力の検討
―サロン参加者・傾聴ボランティアとの比較から―
山下　英美 1）、加藤　真弓 2）、齊藤　千晶 3）

1）名古屋女子大学　医療科学部　作業療法学科、2）愛知医療学院短期大学　リハビリテーション学科　理学療法学専攻、 
3）認知症介護研究・研修大府センター

	 O19-5	 コロナ禍におけるエンジョイニングゲームの本質を満たす価値
加藤　良江
一般社団法人みんなの認知症予防ネット

	17:30 ～ 19:00	 特別企画 1

「音楽療法と認知症予防」

座長：後藤　誠一（医療法人藤誠会後藤クリニック） 
　　　赤澤　堅造（社会福祉法人希望の家 / 大阪大学名誉教授）

	 SP1-1	 音楽療法と認知症予防
藤本　禮子（一般社団法人　日本音楽療法学会）

	 SP1-2	 音楽療法士の国家資格化に向けて
秋野　公造（参議院議員、音楽療法推進議員連盟幹事長、公明党音楽療法推進 PT 座長）

	 SP1-3	 音楽を活用した認知症予防
佐藤　正之（東京都立産業技術大学院大学　認知症・神経心理学講座）

	 SP1-4	 日米における音楽療法士の資格と現状
佐藤　由美子（フリーランス・ジャーナリスト　米国認定音楽療法士）

第 2 会場　2F　203+204

	 8:30 ～ 9:50	 シンポジウム 2

「認知症への薬剤師の関わり」

座長：有澤　賢二（公益社団法人　日本薬剤師会） 
　　　西野　憲史（医療法人ふらて会　西野病院・社会福祉法人ふらて福祉会）

	 S2-1	 認知症予防から薬物療法への継続的な取組について
羽尻　昌功（一般社団法人　大阪府薬剤師会）

	 S2-2	 ACP、成年後見制度等において薬剤師・薬局が係る課題
宇野　雅樹（一般社団法人　北海道薬剤師会）

	 S2-3	 介護支援専門員が期待する薬局・薬剤師への連携と協働
木村　隆次（一般社団法人　日本介護支援専門員協会　青森県支部）

	 S2-4	 薬剤師・薬局が果たす平時から災害、パンデミックに備え望まれる連携体制の構築
宮野　廣美（埼玉県薬剤師会）
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	10:00 ～ 10:50	 一般演題（口演） 2　「軽度認知障害」

座　　長：寺田　整司（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科精神神経病態学） 
　　　　　福地　正仁（静岡市立清水病院脳神経外科）
評価委員：夏苅　直己（（医）峻崚会やきつべの径診療所）

	 O2-1	 認知症早期において大脳白質病変と脳血流が認知機能に与える影響についての検討
黒田　岳志 1）、本間　元康 2）、森　友紀子 1）、二村　明徳 3）、笠井　英世 1）、矢野　怜 1）、稗田　宗太郎 1）、
小野　賢二郎 4）、村上　秀友 1）

1）昭和大学医学部　内科学講座　脳神経内科学部門、2）昭和大学医学部　生理学講座　生体調節機能学部門、 
3）昭和大学藤が丘病院　脳神経内科、4）金沢大学大学院　医薬保健学総合研究科　脳神経内科学

	 O2-2	 軽度認知障害を有した患者の認知症予防と介入について
高橋　にな、高橋　麻季、小野　里佳、原田　理沙
川崎医科大学附属病院　11 階中病棟

	 O2-3	 軽度認知障害患者における FAB 合計得点と IADL との関連性
安田　万里子 1）、谷　英俊 1）、赤松　祐美 1）、三原　雅史 2）、久徳　弓子 2）、武内　宏憲 3）、中畑　海咲 3）、
砂田　芳秀 2）

1）川崎医科大学附属病院　臨床心理センター、2）川崎医科大学 神経内科学、3）川崎医科大学附属病院　患者診療支援センター

	 O2-4	 急性期病院入院患者における MCI 早期発見のための取り組み	  
～認知症疾患医療センター勤務 OT ならではの役割とは？～
北島　春菜 1）、日和田　正俊 1）、末武　達雄 2）

1）社会医療法人財団白十字会　佐世保中央病院　認知症疾患医療センター、 
2）社会医療法人財団白十字会　佐世保中央病院　リハビリテーション部

	 O2-5	 認知症予防のデジタル治療器具－ＬＣＤサングラス（第二報）
松田　智夫
R ＆ D コンサルタント　（株）コタニテック湘南

	10:55 ～ 11:45	 一般演題（口演） 8　「アルツハイマー病」

座　　長：三品　雅洋（東京労災病院　脳神経内科） 
　　　　　小西　吉裕（姫路中央病院、鳥取医療センター　臨床研究部）
評価委員：柴田　美恵子（�一般社団法人　飯塚医師会、（医療法人 康和会 柴田みえこ内科・

神経内科クリニック）

	 O8-1	 アルツハイマー病の変性神経突起におけるオートファジー関連蛋白 ATG9A の局在
笠原　浩生、牧岡　幸樹、池田　佳生
群馬大学大学院医学系研究科　脳神経内科学

	 O8-2	 慢性脳低灌流によって引き起こされる A β輸送関連タンパク質の不均衡
山下　徹 1）、商　敬偉 1）、田　馮 1）、阿部　康二 2）

1）岡山大学 脳神経内科学、2）国立精神・神経医療研究センター病院

	 O8-3	 Accelerated accumulation of fibrinogen peptide chains with A β deposition 
in AD mice and human brains
卞　之宏 1）、山下　徹 1）、施　ギョウブン 1）、馮　田 1）、于　海波 1）、胡　梟 1）、胡　キンゼン 1）、 
卞　宇女亭 1）、孫　洪銘 1）、田所　功 1）、武本　麻美 1）、森原　隆太 1）、阿部　康二 2）

1）岡山大学大学院医歯薬学総合研究科脳神経内科学、2）国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター

	 O8-4	 アルツハイマー病中等症患者に対する長期「N-of-1 ＋能動的・受動的園芸療法」
小浦　誠吾 1）、西川　千恵子 2）、東　健太郎 2）、辻　雅子 1）、藤沢　美空 1）、松尾　聖佳 1）、池田　明子 3）、
徳永　美桜 1）

1）西九州大学リハビリテーション学部リハビリテーション学科、2）社会福祉法人莞爾会、3）フィトセラピーカレッジ

	 O8-5	 漢字の健忘失書を主症状としたアルツハイマー型認知症の 1 例
伊東　民雄 1）、鷲見　佳泰 1）、森　大輔 1）、岡　亨治 1）、相本　康晴 2）、村上　宣人 2）

1）中村記念南病院　脳神経外科、2）中村記念南病院　脳神経内科
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	12:00 ～ 12:50	 ランチョンセミナー 1

「認知症予防に対するサプリメントの有用性　―プロポリス含有食品の臨床試験の紹介―」

座長：渡辺　宏久（藤田医科大学医学部脳神経内科） 
演者：浦上　克哉（鳥取大学医学部保健学科認知症予防学講座） 
　　　八巻　礼訓（株式会社山田養蜂場本社 みつばち健康科学研究所）

共催：株式会社山田養蜂場本社

	15:30 ～ 16:20	 一般演題（口演） 14　「認知予防教室 1」

座　　長：西野　惠子（社会福祉法人ふらて福祉会） 
　　　　　杉山　美香（東京都健康長寿医療センター研究所）
評価委員：根本　留美（医療法人松崎病院　豊橋こころのケアセンター）

	 O14-1	 脳はつらつ実践講座受講者のコロナ禍での生活習慣の現状と課題
三浦　康代 1）、福田　章 2）

1）奈良学園大学保健医療学部、2）NPO 法人認知症予防サポートネット

	 O14-2	 手で触れて感じ考える方法；大学の授業と認知症グループホームでの試行
守山　正樹
NPO 法人ウェルビーイング

	 O14-3	 一般介護予防事業参加者の「日常の聴こえ」の実態調査と対話支援スピーカー「コ
ミューン」の聴覚支援の可能性
峰村　直樹 1）、久村　ひとみ 1）、山下　梨沙 1）、坂口　嘉章 2）

1）有限会社　峰村　デイサービスセンター長寿村、2）放課後等デイサービス　とぽす

	 O14-4	 認知症専門病院の作業療法士と地域住民が創るコロナ禍における認知症予防の取り
組み～非対面での認知症予防の模索と経過～
稲橋　秀樹、小林　祐子、石川　英樹、加藤　大貴、小林　柚香、川野　優夏、細井　健吾、 
霍田　沙織
医療法人社団心の絆蓮田よつば病院　ＱＯＬ推進部　診療技術科

	 O14-5	 地域在住高齢者を対象とした認知機能低下予防教室の評価―参加者の視点から―
金屋　佑子 1）、佐々木　明子 2）

1）東京女子医科大学　看護学部　地域看護学、2）東北文化学園大学　医療福祉学部　看護学科　公衆衛生看護学

	16:25 ～ 17:15	 一般演題（口演） 20　「認知予防教室 2」

座　　長：辻　正純（辻内科循環器科歯科クリニック） 
　　　　　荒川　千晶（医療法人社団礼惠会 むすび葉クリニック渋谷）
評価委員：新屋敷　紀美代（合志第一病院）

	 O20-1	 認知症リスクが高い高齢者を対象とした運動教室の成果と課題
円丁　春陽 1）、熊谷　諒子 1）、内田　一彰 1,2）、沖　侑大郎 1）、川上　絵里奈 3）、足立　恵理子 3）、 
上野　奈美 3）、安達　則子 3）、古和　久朋 1）、小野　玲 1,4）

1）神戸大学大学院　保健学研究科、2）国立長寿医療研究センター、3）丹波市役所　健康福祉部　健康課、 
4）国立研究開発法人　医薬基盤・健康・栄養研究所

	 O20-2	 認知症の人も認知症でない人も一緒に楽しめる予防教室
木村　千枝子
あおーねの会

	 O20-3	 地域で実施できる高齢者向け検診の検討
田中　暢人 1）、河月　稔 3）、宮本　円 1）、浦上　克哉 2）

1）鳥取大学大学院　医学系研究科　医科学専攻、2）鳥取大学　医学部　保健学科　認知症予防学講座、 
3）鳥取大学　医学部　保健学科　生体制御学講座
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	 O20-4	 高齢者の介護予防と活動活性化を促す「セルフ美容プログラム」の提案と実施～地
域住民主体のサロンでの取り組み～
富田　知子 1）、木村　康一 1）、永松　俊哉 1）、及川　麻衣子 1）、難波　礼治 2）

1）山野美容芸術短期大学、2）第一工科大学

	 O20-5	 生き活き脳活倶楽部（認知症予防教室）の取り組み。脳活プログラムの効果測定
（T-DAS）

本多　慶吉 1）、瀬藤　尚文 2）、阿波連　建世 3）

1）NPO 生き活き元気塾、2）江東区城東ふれあいセンター、3）北区立いきがい活動センター『きらりあ北』

	17:30 ～ 19:00	 シンポジウム 6

「各地域における先進的な認知症予防対策」

座長：木村　成志（大分大学医学部脳神経内科） 
　　　涌谷　陽介（倉敷平成病院脳神経内科・認知症疾患医療センター）

	 S6-1	 秋田県で進む認知症予防活動について
大田　秀隆（秋田大学　高齢者医療先端研究センター）

	 S6-2	 地域における自助・互助の推進による認知症予防
牧迫　飛雄馬（鹿児島大学　医学部　保健学科）

	 S6-3	 ICT ツールを活用した地域連携と認知症の予防	  
～八戸地域における多職種連携ネットワーク「connect8」での経験から～
深澤　隆（医療法人青仁会青南病院）

	 S6-4	 USUKI　study からの報告～生体センサによる認知症リスクの発掘及び COVID-19
による生活習慣への影響の検討～
安高　拓弥（大分大学　医学部　脳神経内科学講座）

第 3 会場　2F　201

	 8:30 ～ 9:50	 シンポジウム 3

「日本臨床検査技師会　合同シンポジウム」

座長：高村　好実（一般社団法人　日本臨床衛生検査技師会　理事） 
　　　児玉　直樹（新潟医療福祉大学　医療技術学部　診療放射線学科）

	 S3-1	 認知症予防専門医の誕生と現状
阿部　康二（国立精神・神経センター病院）

	 S3-2	 認知症予防専門士の取り組み
児玉　直樹（新潟医療福祉大学　医療技術学部　診療放射線学科）

	 S3-3	 認定認知症領域検査技師の取り組み
橘内　健一（一般社団法人日本臨床衛生検査技師会　認定認知症領域検査技師制度各ＷＧ委員）

	 S3-4	 認知症予防専門薬剤師の取り組み
山田　武志（公益社団法人　日本薬剤師会）
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	 S3-5	 認知症予防専門看護師（オレンジナース）制度について
安部　明夫（医療法人　安部第一医院）

	10:00 ～ 10:50	 一般演題（口演） 3　「血管性認知症など」

座　　長：足立　智英（東京都済生会中央病院） 
　　　　　和泉　唯信（徳島大学病院　脳神経内科）
評価委員：福田　隆浩（�社会医療法人財団白十字会　佐世保中央病院　認知症疾患医療

センター）

	 O3-1	 Scallop-derived plasmalogen showed prevention of oxidative stress and 
inflammation in a mouse model of ischemic stroke
胡　欣冉 1）、阿部　康二 2）、田　馮 1）、福井　裕介 1）、田所　功 1）、中野　由美子 1）、柚木　太淳 1）、 
武本　麻美 1）、森原　隆太 1）、山下　徹 1）

1）岡山大学　医歯薬学総合研究科　脳神経内科、2）国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター（NCNP）

	 O3-2	 脳血管性認知機能障害の夜間頻尿では夜間多尿の影響は少ないかもしれない
内山　智之 1,2）、山本　達也 2,3）、榊原　隆次 2,4）、桑原　聡 2）、村井　弘之 5）

1）国際医療福祉大学医学部・塩谷病院脳神経内科、2）千葉大学医学部脳神経内科、 
3）千葉県立保健医療大学リハビリテーション学科作業療法学専攻、4）東邦大学医療センター佐倉病院脳神経内科、 
5）国際医療福祉大学医学部・成田病院脳神経内科

	 O3-3	 多発性硬化症患者の CogEval と認知機能障害について
武久　康 1）、川口　洋子 1）、宇都宮　春佳 2）、西村　真帆 2）、小川　さおり 2）

1）岡山赤十字病院　脳神経内科、2）岡山赤十字病院　リハビリテーション科

	 O3-4	 入院後速やかに症状が改善した老年期妄想症の二例
中山　寛人
医療法人水の木会　下関病院

	 O3-5	 もの忘れ外来患者において、脳磁図検査により、てんかん異常波が疑われる割合
深沢　敬亮 1）、平田　容子 2）、市川　小百合 1）、保子　英之 3）、小林　桃子 4）、坂本　悠希 4）、鴫原　良仁 3,4）

1）熊谷総合病院　臨床検査科、2）熊谷総合病院　脳神経外科、3）北斗病院　精密医療センター、 
4）熊谷総合病院　精密医療センター

	10:55 ～ 11:45	 一般演題（口演） 9　「認知症予防と運動 1」

座　　長：山本　泰司（�神戸大学インクルーシブキャンパス＆ヘルスケアセンター保健
管理部門）

　　　　　牧迫　飛雄馬（鹿児島大学医学部保健学科理学療法学専攻）
評価委員：村山　洋史（東京都健康長寿医療センター研究所）

	 O9-1	 トレイルメイキングペグテストの実施は高齢者にとって認知負荷となりうるか
永田　康喜 1）、薛　載勲 2,3,4）、林　ナム勲 1）、大藏　倫博 2,3,5）

1）筑波大学大学院人間総合科学学術院、2）筑波大学体育系、3）国際統合睡眠医科学研究機構、4）日本学術振興会、 
5）テーラーメイド QOL プログラム開発センター

	 O9-2	 手指巧緻性トレーニングが高齢者の認知機能に与える影響：3 か月間のランダム化
比較試験
薛　載勲 1,2,3）、林　ナム勲 4）、大藏　倫博 1,2,5）

1）筑波大学　体育系、2）筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構、3）日本学術振興会、4）筑波大学体育科学学位プログラム、
5）テーラーメイド QOL プログラム開発研究センター

	 O9-3	 身体活動量と認知機能，脳アミロイド蓄積および脳糖代謝量の関連
安部　美咲 1）、江口　敦子 2）、佐々木　雄基 2）、木村　成志 2）、松原　悦朗 2）

1）医療社団法人　仁泉会　畑病院、2）大分大学　医学部　神経内科学講座
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	 O9-4	 通所施設における屋外歩行への取り組み＜ NIRS を用いた脳活動と意欲評価の検討＞
小幡　美紀 1）、小井手　美穂 1）、花沢　明俊 2）、西野　惠子 1）、西野　憲史 1,3）

1）社会福祉法人ふらて福祉会　デイサービス東風館、2）九州工業大学　大学院工学研究院、3）医療法人ふらて会　西野病院

	 O9-5	 通所施設における認知機能と心理面に関する調査～ NIRS の特徴をふまえて～
小幡　美紀 1）、小井手　美穂 1）、花沢　昭俊 2）、西野　惠子 1）、西野　憲史 1,3）

1）社会福祉法人ふらて福祉会　デイサービス東風館、2）九州工業大学　大学工学研究院、3）医療法人ふらて会　西野病院

	12:00 ～ 12:50	 ランチョンセミナー 2

「ポリフェノール類の認知症への予防・治療効果を考える」

座長：井上　治久（京都大学 iPS 細胞研究所／理化学研究所） 
演者：小野　賢二郎（金沢大学医薬保健研究域　脳神経内科学）

共催：小林製薬株式会社

	15:30 ～ 16:20	 一般演題（口演） 15　「認知症のケア 1」

座　　長：河﨑　雄司（安来第一病院呼吸器内科） 
　　　　　飯田　康江（医療法人ふらて会　西野病院）
評価委員：田中　響（鳥取看護大学看護学部看護学科）

	 O15-1	 施設での認知症ケア―中核症状に対するケア―
白石　輝久、奥本　みゆき、力丸　大作、佐伯　和彦、園田　英子
社会福祉法人　一樹会　特別養護老人ホーム　ハートフル片野

	 O15-2	 アルコール依存のあるアルツハイマー型認知症の方の支援に植物スケッチと地域貢
献活動を取り入れた事例
稲田　秀樹
株式会社さくらコミュニティーケアサービス

	 O15-3	 術前から認知症ケアチームで介入しせん妄予防に取り組んだ効果
田中　久絵、長南　雄也
医療法人徳洲会　札幌徳洲会病院

	 O15-4	 介護拒否の背景に着目し離床につながった症例	  
～その言葉の背景にはどんな思いがあるのだろう～
七郎丸　恵 1）、上野　真生 1）、真田　康孝 1）、安藤　真次 1）、牧　俊之 2）、高橋　鉄平 3）、松村　洋平 4）、
中道　淳仁 5）、衛藤　健志 5）、木村　成志 6）、藤野　孝雄 7）

1）臼杵市医師会立コスモス病院　リハビリテーション部、2）臼杵市医師会立コスモス病院　薬剤部、 
3）臼杵市医師会立コスモス病院　看護部、4）地域医療福祉連携室、5）臼杵市医師会立コスモス病院　内科、 
6）大分大月医学部神経内科学講座、7）藤野循環器科内科医院

	 O15-5	 グループホームに於ける 3 次予防としての自立支援　「認め合い支え合う暮らし」の
考察
井上　美加 1）、西野　惠子 1）、若狭　竜司 1）、岩本　君子 1）、長井　育子 1）、亀嵜　弘美 1）、俵　信子 1）、
平田　和枝 1）、西野　憲史 1,2）

1）社会福祉法人ふらて福祉会　グループホーム森の家、2）医療法人ふらて会　西野病院

	16:25 ～ 17:15	 一般演題（口演） 21　「認知症のケア 2」

座　　長：古橋　淳夫（医療法人古橋会　揖保川病院） 
　　　　　田口　真源（大垣病院）
評価委員：藤井　武親（藤井たけちか内科）
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	 O21-1	 【高齢者であっても誰かの役にたちたい】	  
残存機能維持に効果的な園芸活動がもつ可能性～社会参加へとつなぐ
小井手　美穂 1）、徳永　由香 1）、西野　惠子 1）、西野　憲史 1,2）

1）社会福祉法人ふらて福祉会　デイサービス東風館、2）医療法人ふらて会　西野病院

	 O21-2	 認知症ケアサポートチーム活動の現状と今後の課題
福田　隆浩、前田　成洸、北島　春菜、日和田　正俊、古川　めぐみ、安武　友里恵、松尾　なみき、
井手　芳彦
社会医療法人財団白十字会　佐世保中央病院　認知症疾患医療センター

	 O21-3	 コロナ禍における心身機能低下予防及び生活の再構築への試み
喜多　良吉 1）、西野　惠子 1）、岩尾　美和 1）、西野　憲史 1,2）

1）社会福祉法人　ふらて福祉会　ケアハウス恵迪館、2）医療法人ふらて会　西野病院

	 O21-4	 森の家に於けるＢＰＳＤを緩和し生活を再構築した事例から見る
甲斐　俊子 1）、井上　美加 1）、篠原　諒子 1）、西野　惠子 1）、西野　憲史 1,2）

1）社会福祉法人ふらて福祉会　グループホーム森の家、2）医療法人ふらて会　西野病院

	 O21-5	 認知症になっても希望を持って生きていく
福田　人志 1）、中倉　美智子 1）、緑谷　明里沙 2）、日和田　正俊 3）、井手　芳彦 3）、薬王寺　宏平 4）

1）社会医療法人財団白十字会　佐世保中央病院　認知症疾患医療センター 若年性認知症支援相談室、 
2）社会医療法人財団白十字会　認知症対応型通所介護　ドリームケア戸尾、 
3）社会医療法人財団白十字会　佐世保中央病院　認知症疾患医療センター、 
4）社会医療法人財団白十字会　地域包括ケア推進本部

	17:30 ～ 18:20	 教育講演 1　

「アルツハイマー病疾患修飾薬の実用化に向けて」

座長：鈴木　正彦（東京慈恵会医科大学脳神経内科）
演者：古和　久朋（神戸大学大学院保健学研究科　リハビリテーション科学領域）

	18:20 ～ 19:10	 教育講演 2

「地域包括ケアシステムにおける認知症予防の意義」

座長：内海　久美子（砂川市立病院）
演者：田中　滋（埼玉県立大学）

第 4 会場　2F　202

	 8:30 ～ 9:50	 シンポジウム 4

「コロナ禍と認知症予防」

座長： 河月　稔（鳥取大学医学部保健学科生体制御学講座） 
　　　原　祥子（島根大学医学部看護学科）

	 S4-1	 コロナ禍が認知症予防に与える影響～日本認知症予防学会のアンケート結果から～
浦上　克哉（鳥取大学医学部保健学科認知症予防学講座）

	 S4-2	 コロナ禍における認知症の発症・進行・複雑化のリスク低減に向けた取り組み
粟田　主一（�東京都健康長寿医療センター研究所）

	 S4-3	 コロナ禍における認知症予防～在宅医療と SHIGETA ハウスプロジェクトを中心に～
内門　大丈（医療法人社団彰耀会　メモリーケアクリニック湘南）
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	 S4-4	 コロナ禍における地域での認知症予防の取り組み
河月　稔（鳥取大学　医学部　保健学科　生体制御学講座）

	10:00 ～ 10:50	 一般演題（口演） 4　「認知症予防と運動 2」

座　　長：林　博史（福島県立医科大学保健科学部） 
　　　　　宮地　隆史（独立行政法人国立病院機構 柳井医療センター）
評価委員：上松　右二（琴の浦リハビリテーションセンター病院高次脳機能研究所）

	 O4-1	 主観的認知機能低下の持続が転倒の発生に与える影響
田中　繁弥 1）、村山　明彦 2）、樋口　大輔 1）、齊田　高介 1）、篠原　智行 1）

1）高崎健康福祉大学　保健医療学部　理学療法学科、2）群馬医療福祉大学リハビリテーション学部理学療法専攻

	 O4-2	 サルコペニア重症度と認知機能の関連：IRIDE コホート研究
大田　崇央 1）、笹井　浩行 2）、大須賀　洋祐 2）、小島　成実 2）、阿部　巧 1,4）、山下　真里 1）、金　憲経 2）、
大渕　修一 3）、石崎　達郎 3）、藤原　佳典 1,4）、粟田　主一 1,5）、鳥羽　研二 1,5）、 
IRIDE　コホート研究チーム 1,2,3,4,5）

1）東京都健康長寿医療センター　認知症未来社会創造センター、 
2）東京都健康長寿医療センター　自立促進と精神保健研究チーム、 
3）東京都健康長寿医療センター　福祉と生活ケア研究チーム、 
4）東京都健康長寿医療センター　社会参加と地域保健研究チーム、5）東京都健康長寿医療センター

	 O4-3	 認知症予防効果のある「ダンス療法」の確立を目指して
利根川　久女紅 1）、五月女　美幸 1）、尾崎　仁美 1）、堀　愼二 2）、利根川　浩一 1）、小川　八重子 1）、 
助信　奈穂子 1）、冨永　典子 3）、上野　豊治 3）、久波　真知子 3）、阿部　康二 4）

1）利根川 K スタジオ、2）S&Hpro.、3）（株）JWI、4）国立精神・神経医療研究センター

	 O4-4	 「ダンス療法」の認知症予防エビデンス
五月女　美幸 1）、利根川　久女紅 1）、尾崎　仁美 1）、堀　愼二 2）、利根川　浩一 1）、小川　八重子 1）、 
助信　奈穂子 1）、冨永　典子 3）、上野　豊治 3）、久波　真知子 3）、阿部　康二 4）

1）利根川 K スタジオ、2）S&Hpro.、3）（株）JWI、4）国立精神・神経医療研究センター

	 O4-5	 認知症予防におけるダンスプログラムの活用
山田　碧 1）、四家　あずさ 1）、浅水　香理 1）、川端　奈緒 1）、荒川　千晶 2）、足立　智英 1）、星野　晴彦 1）

1）東京都済生会中央病院　認知症疾患医療センター、2）医療法人社団礼恵会　むすび葉クリニック渋谷

	10:55 ～ 11:45	 一般演題（口演） 10　「認知症予防と運動 3」

座　　長：小田　史郎（北翔大学生涯スポーツ学部健康福祉学科） 
　　　　　近藤　啓子（一般財団法人江原積善会積善病院）
評価委員：木宮　高代（福山平成大学看護学部看護学科）

	 O10-1	 ウェアラブル生体センサを用いた運動と睡眠に関する検討
木村　成志、麻生　泰弘、松原　悦朗
大分大学　医学部　神経内科

	 O10-2	 高齢者における心拍変動と認知機能との関係
武田　祥也 1）、丹羽　晴香 1）、柴田　洋綺 1）、伊藤　温喜 1）、古田　万奈 2）、山本　奈々 2）、梅村　魁斗 2）、
野田　明子 1,2）

1）中部大学大学院　生命健康科学研究科、2）中部大学　生命健康科学部　生命医科学科

	 O10-3	 コロナ禍での軽度認知症（MCI）患者への運動療法、学習療法介入の経過について
赤城　圭佑、辻　正純、齋藤　弘、立石　裕美、中村　大祐、中澤　真衣、水瀬　光汰、谷内田　祥、
阿部　勝俊
辻内科循環器科歯科クリニック　リハビリテーション科

	 O10-4	 地域高齢者を対象とした DVD による運動プログラムの認知機能への影響
堅田　美乃梨、前田　貴志、田原　歩、内田　智子、伊島　桃花、林　敦子
神戸大学大学院　保健学研究科
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	 O10-5	 iOS アプリを用いた高齢者の認知機能と歩行の関連性の検討
近藤　敏行 1）、伊関　千書 1）、星　真行 2,3）、深見　忠典 4）、青柳　幸彦 5）、山田　茂樹 6）、太田　康之 1）

1）山形大学医学部 内科学第三講座 神経学分野、2）福島県立医科大学 保健科学部 理学療法学科、 
3）公立高畠病院 リハビリテーション科、4）山形大学大学院 理工学研究科 情報科学分野、 
5）株式会社デジタル・スタンダード、6）滋賀医科大学 脳神経外科学講座

	12:00 ～ 12:50	 ランチョンセミナー 3

「認知機能維持向上に資する運転習慣と安全運転との関係」

座長：旭　俊臣（旭神経内科リハビリテーション病院） 
演者：水野　俊裕（あいおいニッセイ同和損害保険株式会社　商品・CSV × DX 企画部）

共催：あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

	15:30 ～ 16:20	 一般演題（口演） 16　「認知症の人・家族への支援 1」

座　　長：前田　和久（倉吉病院） 
　　　　　田子　久夫（磐城済世会舞子浜病院）
評価委員：大櫃　恵子（鳥取大学医学部附属病院看護部）

	 O16-1	 連携推進補助員としての活動	  
～患者・家族の思いを踏まえ、適切な治療介護へ繋ぐ～
松尾　七美紀、井手　芳彦、福田　隆浩、日和田　正俊、前田　成洸、北島　春菜
社会医療法人財団白十字会　佐世保中央病院　認知症疾患医療センター

	 O16-2	 認知症診断後の看護相談介入の現状～診断後支援の課題～
高橋　学美、稲田　ゆかり、中藤　恵美、小西　吉裕、東　靖人
医療法人　公仁会　姫路中央病院　認知症疾患医療センター

	 O16-3	 軽度認知障害を有する高齢者に向けた認知症進行予防と心理的支援のための手引き
の開発
黒田　佑次郎 1）、後藤　あや 2）、島田　裕之 1）、大塚　礼 1）、山田　実 3）、藤原　佳典 4）、清家　理 5）、
杉本　大貴 1）、松本　奈々恵 1）、藤田　康介 1）、内田　一彰 1）、荒井　秀典 1）、櫻井　孝 1）

1）国立長寿医療研究センター、2）福島県立医科大学、3）筑波大学、4）東京都健康長寿医療センター、5）立命館大学

	 O16-4	 介護老人保健施設（認知症専門棟）における生活リハビリテーションスタッフの関
わりによる BPSD 及び ADL の変化について
沖　千尋、鳥巣　達之、菅　久美子、出田　希望、山中　純子、前田　朋子、西島　志保、山口　尚、
藤本　多美
医療法人ふらて会　介護老人保健施設やすらぎ

	 O16-5	 若年性認知症を発症した本人・家族支援のありかたについて～ヤングケアラーへの
支援について振り返る～
井福　直美
佐世保市日宇地域包括支援センター

	16:25 ～ 17:15	 一般演題（口演） 22　「認知症の人・家族への支援 2」

座　　長：川井　元晴（脳神経筋センター よしみず病院） 
　　　　　若栄　徳彦（若栄クリニック）
評価委員：黒田　岳志（昭和大学医学部　内科学講座　脳神経内科学部門）

	 O22-1	 世代間交流による地域在住高齢者の健康教室
野田　明子 1）、柴田　洋綺 1）、武田　祥也 1）、古田　万奈 2）、伊藤　温喜 1）、丹羽　晴香 1）、梅村　魁人 2）、
山本　奈々 2）、奥田　将人 1）、宮崎　総一郎 3）

1）中部大学大学院　生命健康科学研究科、2）中部大学　生命健康科学部、3）中部大学　生命健康科学研究所
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	 O22-2	 小中学校教諭とともに取り組んだ認知症教本作成と授業の実践　―福岡県飯塚市で
の取り組みー
柴田　美恵子 1,2）

1）一般社団法人　飯塚医師会、2）医療法人　康和会　柴田みえこ内科・神経内科クリニック

	 O22-3	 認知症専門医のいる医療機関の連携担当者を対象とした認知症鑑別診断後のアフ
ターケアの実態　～経済援助に着目して～
竹本　与志人 1）、杉山　京 2）

1）岡山県立大学　保健福祉学部　現代福祉学科、2）大阪公立大学大学院　生活科学研究科

	 O22-4	 兄弟姉妹が支える若年性認知症患者に関する考察～対応した 2 事例からの考察～
中畑　海咲 1）、金島　由佳 1）、武内　宏憲 1）、久徳　弓子 2）、三原　雅史 2）

1）川崎医科大学附属病院　患者診療支援センター、2）川崎医科大学　神経内科学

	 O22-5	 認知機能低下を認める高齢者に対する訪問リハビリでの在宅療養の援助
松岡　友絵、玉木　聡
社会医療法人愛生会　総合上飯田第一病院　リハビリテーション科

	17:30 ～ 18:20	 教育講演 3

「TDP-43 関連変性認知症 update」

座長：松原　悦朗（大分大学医学部神経内科学講座）
演者：渡辺　宏久（藤田医科大学　医学部　脳神経内科学）

	18:20 ～ 19:10	 教育講演 4

「認知症の診療・予防の新展開：AD と AD 類似疾患（SNAP）に注目して」

座長：北村　伸（中村病院）
演者：山田　正仁（国家公務員共済組合連合会　九段坂病院　内科（脳神経内科））

第 5 会場　4F　411+412

	 8:30 ～ 9:50	 シンポジウム 5

「MCI 診療における認知症予防専門医の役割」

座長：池田　佳生（群馬大学大学院医学系研究科脳神経内科学） 
　　　杉江　和馬（奈良県立医科大学脳神経内科学講座）

	 S5-1	 軽度認知障害の原因と進行予防
佐治　直樹（国立長寿医療研究センター　もの忘れセンター）

	 S5-2	 MCI の診断と評価尺度
松村　美由起（東京女子医科大学　附属成人医学センター　脳神経内科）

	 S5-3	 MCI に対する地域での取り組み
島田　裕之（国立長寿医療研究センター）

	 S5-4	 MCI に対する治療研究
山下　徹（岡山大学　脳神経内科）
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	10:00 ～ 10:50	 一般演題（口演） 5　「認知症の薬物療法」

座　　長：田北　昌史（田北メモリーメンタルクリニック） 
　　　　　須藤　慎治（国立病院機構宇多野病院　脳神経内科）
評価委員：木曽　江律子（有限会社　とらいあんぐる）

	 O5-1	 認知症患者における睡眠導入剤の検討
竹尾　剛
社会医療法人財団白十字会　佐世保中央病院　脳神経内科

	 O5-2	 認知症診療における釣藤散の使用経験
長濱　道治、河野　公範、槻宅　雅史、伊藤　司、佐藤　皓平、錦織　光、山下　智子、大朏　孝治、
林田　麻衣子、岡崎　四方、和氣　玲、稲垣　正俊
島根大学医学部精神医学講座

	 O5-3	 機能性リン脂質ホヤ由来プラズマローゲンの脳梗塞モデルマウスにおける神経保護
作用の検討
福井　裕介 1）、中野　由美子 1）、柚木　太淳 1）、武本　麻美 1）、森原　隆太 1）、山下　徹 1）、阿部　康二 2）

1）岡山大学大学院　医歯薬学総合研究科　脳神経内科学、2）国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター

	 O5-4	 認知症ケアに関して薬剤師ができること～病院薬剤師の活動例～
牧　俊之 1）、上野　真生 2）、七郎丸　恵 2）、松村　洋平 2）、高橋　鉄平 2）、真田　康孝 2）、中道　淳仁 3）、
衛藤　健志 4）、藤野　孝雄 6）、木村　成志 5）

1）臼杵市医師会立コスモス病院　薬剤部、2）臼杵市医師会立コスモス病院、3）臼杵市医師会立コスモス病院　神経内科、 
4）臼杵市医師会立コスモス病院　内科、5）大分大学医学部神経内科学講座、6）藤野循環器科内科医院

	 O5-5	 アロマ手浴による前頭葉脳血流の変化　ー光トポグラフィーを使用しての検討ー
荒谷　祥子 1）、小幡　美紀 2）、花沢　明俊 3）、西野　惠子 2）、西野　憲史 1,2）

1）医療法人ふらて会　西野病院、2）社会福祉法人ふらて福祉会　デイサービスセンター東風館、 
3）九州工業大学　大学院　工学研究院

	10:55 ～ 11:45	 一般演題（口演） 11　「認知症の非薬物療法 1」

座　　長：松元　秀次（筑波大学附属病院水戸地域医療教育センター） 
　　　　　澤田　浩秀（四日市看護医療大学看護医療学部臨床検査学科）
評価委員：神保　太樹（株式会社令和メディカルリサーチ）

	 O11-1	 認知症対応型通所介護におけるデュアル・タスクプログラムの有用性
福田　健太 1）、小林　久美子 2）、北島　春菜 3）、井手　芳彦 3）、福田　隆浩 3）、日和田　正俊 3）

1）社会医療法人財団白十字会　認知症対応型通所介護　ドリームケア、 
2）社会福祉法人佐世保白寿会　認知症対応型通所介護　ドリームケア、 
3）社会医療法人財団白十字会　佐世保中央病院　認知症疾患医療センター

	 O11-2	 MCI と AD 患者における保険診療下での個別特注多因子介入による認知症予防
斎藤　望 1）、川瀬　裕士 2）、岩島　悠人 1）

1）医療法人社団　川瀬神経内科クリニック 　リハビリ科、2）医療法人社団　川瀬神経内科クリニック

	 O11-3	 施設入所認知症高齢者に対するマルチモーダル非薬物的介入の効果：シングルケー
スデザインによる検討
萬屋　京典 1）、坪内　善仁 2）、窪　優太 1）、朝岡　義博 3）、林　浩之 1）、藤田　高史 1）、花岡　秀明 4）

1）星城大学　リハビリテーション学部、2）奈良学園大学　医療保健学部、3）豊川市民病院　リハビリテーション技術科、 
4）広島大学大学院　医系科学研究科

	 O11-4	 DCM（認知症ケアマッピング）を用いた活動提供の介入の検討
岡藤　農、松永　尚治
医療法人　松永会　まつなが医院　リハビリテーション科
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	 O11-5	 ガンマ帯域周波数で変調した音刺激聴取時のヒトの脳におけるガンマ波の惹起
長谷　芳樹 1）、高澤　和希 1）、前田　佳主馬 2）、神原　文 3）、添田　喜治 3）、小川　公一 2）

1）ピクシーダストテクノロジーズ株式会社、2）塩野義製薬株式会社、3）産業技術総合研究所

	15:30 ～ 16:20	 一般演題（口演） 17　「認知症の多職種協働」

座　　長：阪井　一雄（神戸学院大学総合リハビリテーション学部作業療法学科） 
　　　　　森本　展年（香川県立中央病院脳神経内科）
評価委員：高橋　智子（横手市市民福祉部 地域包括支援センター 在宅医療連携推進係）

	 O17-1	 認知症高齢者の独居生活を支援する多職種連携と協働の重要性
石松　香織
医療法人ふらて会　訪問看護ステーション

	 O17-2	 本人のことばからせん妄の原因を捉え , 不穏行動が改善した一症例	  
～「やっぱりトイレに座るといい」をみんなで支える～
平山　玲実 1）、上野　真生 1）、七郎丸　恵 1）、後藤　千佳 1）、徳田　幸之介 1）、真田　康孝 1）、安藤　真次 1）、
牧　俊之 4）、高橋　鉄平 3）、中道　淳仁 2）、衛藤　健志 2）、木村　成志 5）、藤野　孝雄 6）

1）臼杵市医師会立　コスモス病院　リハビリテーション部、2）臼杵市医師会立　コスモス病院　内科、 
3）臼杵市医師会立　コスモス病院　看護部、4）臼杵市医師会立　コスモス病院　薬剤部、 
5）大分大学医学部神経内科学講座、6）藤野循環器科内科医院

	 O17-3	 常勤専門医がいない地域密着型中核病院における、認知症ケアチームの取り組みと
成果
高橋　鉄平 1）、上野　真生 1）、七郎丸　恵 1）、松村　洋平 1）、牧　俊之 1）、真田　康孝 1）、中道　淳仁 1）、
衛藤　健志 1）、加藤　里美 1）、安東　直美 1）、藤野　孝雄 2）、木村　成志 3）

1）臼杵市医師会立コスモス病院、2）藤野循環器科内科医院、3）大分大学医学部神経内科

	 O17-4	 認知症専門医のいる医療機関の連携担当者を対象とした鑑別診断後の医師との連携
実践に関する順序的評価とその関連要因
杉山　京 1）、竹本　与志人 2）

1）大阪公立大学大学院　生活科学研究科、2）岡山県立大学　保健福祉学部　現代福祉学科

	 O17-5	 BPSD( 不安 ) が強い入院患者への多面的評価・アプローチについて
吉川　由起、森永　ゆりこ、本田　尚也、涌谷　陽介
社会医療法人　全仁会　倉敷平成病院

	16:25 ～ 17:15	 一般演題（口演） 23　「認知症施策と家族支援」

座　　長：小川　敬之（京都橘大学　健康科学部　作業療法学科） 
　　　　　菅沼　一平（京都橘大学　健康科学部　作業療法学科）
評価委員：土居　聡子（渡辺病院）

	 O23-1	 新型コロナウイルス感染拡大による自粛生活が在宅認知症家族介護者の心身に影響
を及ぼした要因と支援の在り方
松井　左知子 1）、中島　園美 2）

1）認定 NPO 法人　認知症予防ネット神戸、2）神戸薬科大学　臨床心理学研究室

	 O23-2	 自治体の人口規模と認知症ケアパスの作成・活用における課題　～情報提供ツール
としての認知症ケアパスの活用に向けて～
進藤　由美、松原　徳和、鷲見　幸彦
国立研究開発法人　国立長寿医療研究センター

	 O23-3	 ウィズコロナ時代の地域連携ツールを活用した、連携型認知症疾患医療センター業
務の展開
夏苅　直己

（医）峻凌会やきつべの径診療所　連携型認知症疾患医療センター



－ 31 －

プ
ロ
グ
ラ
ム

（
１
日
目
）

	 O23-4	 認知症疾患医療センターでの BPSD、身体合併症への対応
旭　俊臣 1）、吉田　豊 2）、保泉　千尋 2）、吉金　慶一 1）、浅沼　眞理子 1）、石島　広美 1）、賀曽利　裕 1）

1）旭神経内科リハビリテーション病院、2）千葉県東葛北部認知症疾患医療センター

	 O23-5	 認知症疾患医療センターが果たす役割～若年性認知症と診断し、共に働く中で感じ
ること～
日和田　正俊、井手　芳彦、福田　隆浩、松尾　七美紀、前田　成洸、北島　春菜、安武　友里恵
社会医療法人財団白十字会　佐世保中央病院　認知症疾患医療センター

	17:30 ～ 18:20	 教育講演 5

「超高齢者のレジリエンス　ーナン・スタディに学ぶー」

座長：西野　憲史（医療法人ふらて会　西野病院・社会福祉法人ふらて福祉会）
演者：古田　晶子（�順天堂東京江東高齢者医療センター　メンタルクリニック /	  

一般社団法人　こころのケアのための芸術協会）

	18:20 ～ 19:10	 教育講演 6

「認知症予防：WHO ガイドラインと根拠について」

座長：西野　憲史（医療法人ふらて会　西野病院・社会福祉法人ふらて福祉会）
演者：Dr. Katrin Seeher（�Brain Health Unit, Department of Mental Health and Substance 

Use, World Health Organization）

第 6 会場　4F　413+414

	 8:30 ～ 9:50	 スポンサードシンポジウム 1

「まちづくりをとうした認知症予防」

座長：浦上　克哉（鳥取大学医学部保健学科認知症予防学講座）

	 	 医療経済からみた認知症予防の重要性
池田　俊也（国際医療福祉大学　医学部　医学科、キャノングローバル戦略研究所）

	 	 認知症予防のまちづくり―誰もが認知症になりうる時代の認知症予防と支え合いの
まちづくりの進め方
伊藤　米美（認定 NPO 法人認知症予防ネット神戸）

	 	 琴浦町の認知症予防の取り組み　～認知症予防教室の効果検証から～
佐藤　あゆみ（琴浦町役場　すこやか健康課　地域包括支援センター）

共催：ふらて会グループ

	10:00 ～ 10:50	 一般演題（口演） 6　「認知症の非薬物療法 2」

座　　長：岩崎　庸子（医療法人社団更生会 草津病院） 
　　　　　蒲原　聖可（神奈川歯科大学大学院総合医療学講座）
評価委員：山本　美輪（香川大学医学部　老年看護学講座）

	 O6-1	 アルツハイマー型認知症に対する臨床美術の意義を一症例を通して考える
白石　雅子 1）、大川　眞子 2）、矢ヶ部　修一 3）、太田　陽子 3）、竹田　由美子 3）

1）社会福祉法人一樹会　特別養護老人ホーム　ハートフル片野、2）日本臨床美術協会、 
3）社会福祉法人一樹会　ハートフル片野デイサービスセンター
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	 O6-2	 認知症予防・進行抑制のための新介入法パーソナルソング・メソッドの研究と創生
～非薬物治療としての懐かしい音楽の可能性～
津森　修二
ツモリレコード株式会社

	 O6-3	 神門と列欠に対する S S P 電気刺激による前頭前野の血流動態変化 ~f N I R S を用
いた検証 ~
叢　麗 1）、大井　博司 1）、三森　康世 2）

1）広島国際大学　総合リハビリテーション学部　リハビリテーション学科　作業療法学専攻、 
2）広島国際大学　総合リハビリテーション学部　リハビリテーション学科

	 O6-4	 認知症者に向けたデジタルセラピー開発 ：ギターを用いた参加型の音楽アプリケー
ション
堀　美夏子、慶　直宏、高倉　邦弘、Yuu　Eu、Ghosh　Samik、Hird　Hird
株式会社 Aikomi

	 O6-5	 認知症者ためデジタルラピー開発：コミュニケーション促進アプリの長期間にわた
るケーススタディー
中西　誠司 1）、加藤　優紀 2）、堀　美夏子 2）、加藤　潤一 2）、Hird　Nick2）

1）グループホーム　ひだまりの家、2）株式会社 Aikomi

	10:55 ～ 11:45	 一般演題（口演） 12　「認知症の非薬物療法 3」

座　　長：辻　美帆（医療法人社団　翔洋会） 
　　　　　岡原　一徳（医療法人慶明会　けいめい記念病院）
評価委員：川瀬　敦士（医療法人社団　川瀬神経内科クリニック）

	 O12-1	 集団アクティビティの継続的な実施による生活意欲の変化
泉　由希穂
医療法人ふらて会　西野病院

	 O12-2	 医療者がその人の豊かさを知り発見した声掛けで本人を自主トレーニングできるま
で導けた取り組み
大櫃　恵子
鳥取大学医学部附属病院　看護部

	 O12-3	 超高齢者の園芸活動は療法となり得るか
西野　惠子 1）、喜多　良吉 1）、徳永　由香 1）、西野　憲史 1,2）

1）社会福祉法人ふらて福祉会　ケアハウス惠迪館、2）医療法人ふらて会　西野病院

	 O12-4	 音楽活動と認知予防についての取り組み
冨加見　直広 1）、青柳　健太 1）、後藤　ゆか 1）、西野　惠子 1）、西野　憲史 1,2）

1）社会福祉法人　ふらて福祉会　デイサービスセンター惠迪館、2）医療法人ふらて会　西野病院

	 O12-5	 「思い出写真館」	  
～回想法による自己の再認識と、会話の広がり～
緑谷　明里沙、田原　亜希
社会医療法人財団白十字会　認知症対応型通所介護　ドリームケア戸尾

	15:30 ～ 16:20	 一般演題（口演） 18　「認知症カフェ」

座　　長：杉本　大貴（国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター　もの忘れセンター） 
　　　　　中山　寛人（医療法人水の木会　下関病院）
評価委員：内門　美穂子（医療法人社団彰耀会 メモリーケアクリニック湘南）
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	 O18-1	 クリニック併設の常設型認知症カフェの現状（第 2 報）～高齢者と音楽の体験を通
して見えて来たもの～
永田　広好 1）、舟本　祥子 1）、黒田　紀一 1）、後藤　誠一 2）

1）生活支援型通所サービス事業所　メモリーカフェ・オン、2）医療法人 藤誠会 後藤クリニック

	 O18-2	 新型コロナウィルスが秋田市の認知症カフェの運営に与えた影響と作業療法士の関
与状況
浅野　朝秋
秋田大学　医学部　保健学科　作業療法学専攻

	 O18-3	 脳神経外科病院でのオレンジカフェ（認知症カフェ）の様子
稲垣　昌子
一般社団法人みんなの認知症予防ネット

	 O18-4	 コロナ禍における会話支援技術共想法の実践と工夫
永田　映子 1）、大武　美保子 2,3）

1）介護老人保健施設マカベシルバートピア、2）NPO 法人ほのぼの研究所、3）理化学研究所

	 O18-5	 COVID-19 パンデミックが地方在住高齢者の生活習慣に与えた影響の検討～ USUKI 
study からの報告～
安高　拓弥、江口　敦子、木村　成志、松原　悦朗
大分大学　医学部　神経内科学講座

	16:25 ～ 17:15	 一般演題（口演） 24　「認知症と生活障害」

座　　長：穴井　美恵（名古屋学芸大学看護学部） 
　　　　　大井　博司（広島国際大学総合リハビリテーション学部　リハビリテーション学科）
評価委員：宮本　光一郎（徳山中央病院　物忘れ外来）

	 O24-1	 地域在住高齢者における価値ある作業参加と認知機能、ロコモ度の関連
井上　貴雄 1）、大類　淳矢 1）、田崎　史江 1）、今岡　真如 2）、肥田　光正 2）、今井　亮太 2）、中尾　英俊 3）、
中村　美砂 2）

1）大阪河崎リハビリテーション大学　リハビリテーション学部　作業療法学専攻、 
2）大阪河崎リハビリテーション大学　リハビリテーション学部　理学療法学専攻、 
3）城西国際大学　福祉総合学部　理学療法学科

	 O24-2	 認知症入院患者の身体疾患リスクについての考察
松山　賢一 1）、森　美佳 1）、元木　郁代 1）、荒賀　哲也 1）、石丸　綾子 1）、杉田　大輔 1）、渡邉　史恵 1）、
岡田　滋裕 1）、山下　麻希 1）、吉田　昇生 1）、竹村　幸洋 1）、阪井　一雄 2）、宮軒　將 1）

1）実風会　新生病院、2）神戸学院大学　総合リハビリテーション学部　作業療法学科

	 O24-3	 認知症対応型共同生活介護事業所におけるサービスの見える化「棚卸シート」導入
に関する報告
福田　敏秀 1）、大谷　浩子 2）、西本　満男 2）

1）高知県立大学　社会福祉学部　社会福祉学科、2）公益財団法人介護労働安定センター　高知支部

	 O24-4	 「将来自分が認知症になること」への不安と総死亡への関連
杉山　美香、村山　洋史、稲垣　宏樹、枝広　あや子、宮前　史子、宇良　千秋、本川　佳子、岡村　毅、
粟田　主一
東京都健康長寿医療センター研究所

	 O24-5	 認知機能低下と総死亡の関連は独居と希薄な社会的ネットワークによって修飾され
る : 孤立のパラドックス
村山　洋史 1）、杉山　美香 2）、稲垣　宏樹 2）、宇良　千秋 2）、宮前　史子 2）、枝広　あや子 2）、岡村　毅 2）、
本川　佳子 2）、粟田　主一 3）

1）東京都健康長寿医療センター研究所　社会参加と地域保健研究チーム、 
2）東京都健康長寿医療センター研究所　自立促進と精神保健研究チーム、3）東京都健康長寿医療センター研究所
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	17:30 ～ 19:00	 スポンサードシンポジウム 2

「認知症予防に関する社会医療法人財団白十字会（佐世保）の取り組み」

座長：井手　芳彦（社会医療法人財団白十字会　佐世保中央病院　認知症疾患医療センター）
共催：社会医療法人財団白十字会

	 	 「コグニサイズ R」実践者を育成し認知症予防プログラムを強化
中村　洋子（社会医療法人財団白十字会　人事本部　ケア技術向上推進室）

	 	 地域サロンにおける認知症予防の取り組みと効果
兼石　匠（社会医療法人財団白十字会　佐世保中央病院）

	 	 認知症対応型通所介護におけるデュアル・タスクプログラムの有用性検証のための
取り組み
北島　春菜（社会医療法人財団白十字会　佐世保中央病院　認知症疾患医療センター）

	 	 MCI プロジェクト～佐世保市における認知症早期発見に向けての取り組み～
日和田　正俊（社会医療法人財団白十字会　佐世保中央病院　認知症疾患医療センター）

	 	 認知症予防等に効果的と思われるノルディック・ウォークの取り組み
榮　広高（社会医療法人財団白十字会　介護老人保健施設 燦（サン））

	 	 白十字会　ユマニチュード R 浸透に向けて	  
～優しさを伝えるケア技術～
山浦　由紀子（�社会医療法人財団白十字会　認知症対応型通所介護　ドリームケア須田尾）


